
 

 

 

  今回の相談支援通信は、相談支援班で行ったプチ検討会の様子についてお伝えします！ 

～～「姿勢が保てない！」～～ 

 自分の学部や学年にも思い当たるお子さんがいるのではないでしょうか？ 

 「この背景に考えられる要因」と「支援方法」を氷山モデルを使って、班のメンバーで出し合って検討し

ました！ 

  

 

 

  ①イスが合っていない              ①高さを合わせる 

  ②座面が滑る                  ②滑り止めを使用する 

  ③授業が分からない、つまらない         ③興味のある内容やキャラクターを使う 

  ④見通しがもてない               ④スケジュールで視覚的に提示する 

  ⑤刺激を求めている、動きたい          ⑤バランスクッションやスクイーズで 

                           感覚刺激を取り入れる 

                           机上学習の前にたっぷり運動する 

 

上には出た意見の一部を書きだしました。誰にでもあるような、些細な課題ですがこんなにたくさんの意

見が出ました。担当しているお子さんの中で「これ、やってみようかな」と思える支援があると嬉しいです。 

他に出た要因と支援方法は下に写真を貼りますのでよかったら参考にして見てください。 

（もっと詳しく、聞きたい！という方はぜひ、各学部の相談支援班までお問合せください！） 
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